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はじめに、あなた自身についておたずねします。 

 

 問１  あなたの性別（自認する性）をお答えください（回答は任意です）。（○は 1つ） 

1 男性 2 女性 3 （        ） 
 

 問２  あなたの年齢をお答えください。（令和４年３月末現在）（○は１つ） 

1 18～19 歳 4 40 歳代 7 70 歳以上 
2 20 歳代 5 50 歳代   

3 30 歳代 6 60 歳代   

 

 問３  現在のあなたの居住地（主な生活拠点）をお答えください。（○は１つ） 

 小 高 区  鹿 島 区  原 町 区  市外（市区町村） 

1 中部 4 鹿島 8 原町 13 県内（        ） 
2 西部 5 真野 9 大甕 14 県外（        ） 
3 東部 6 八沢 10 太田   

  7 上真野 11 石神   

    12 高平   

 

 問４  現在のあなたの同居家族の世帯構成をお答えください。（○は１つ） 

1 単身世帯（お一人でお住まい） 4 三世代世帯（親・子・孫で同居） 
2 夫婦のみ世帯 5 その他（             ） 
3 二世代世帯（親子で同居）   

 

 問５  現在のご職業をお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

1 自営業・会社経営者 
2 会社員（会社経営者を除く） 
3 公務員 
4 パート・アルバイト 
5 学生 
6 専業主婦・主夫 
7 無職（年金生活なども含む） 
8 その他（                  ） 
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 問６  ご自身の南相馬市での居住状況をお答えください。（○は１つ） 

1 出生時からずっと南相馬市に居住 3 進学や避難等で転出後、再び転入（Ｕターン）  
2 仕事や結婚等で南相馬市に転入 4 その他（                 ） 

 

 問６-１  ご自身の南相馬市での居住年数（合併前からの居住年数含む）をお答えください。 

（○は１つ） 

※問６で「1」以外を回答された方は、転入後の南相馬市での居住年数をお答えください。 

1 1 年未満 3 ７年以上（震災前から居住）10 年未満 
2 1 年以上７年未満（震災後に居住） 4 10 年以上 

 

次に、あなたの日頃の生活のことやお考えについておたずねします。 

 

 問７  あなたは現在の生活の中で、不安や心配を抱えていることはありますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

1 東日本大震災・原発事故からの自宅
の復旧 

9 医療・健康 

2 原発事故の賠償・補償金の問題 10 介護・福祉 
3 市の情報不足 11 子育て環境 
4 仕事や雇用 12 教育環境 
5 生活資金の確保 13 放射線による人体への影響 
6 家族が離散していること 14 その他（                  ） 
7 体調面や健康面（放射線以外） 15 特にない 
8 知人・友人が近くにいないこと   

 

問７で「13 放射線による人体への影響」と回答した方におたずねします。 

 問７-１  放射線不安を払拭するために、どのような取組が効果的だと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

1 環境モニタリングの強化 
2 内部被ばく検診の充実 
3 外部被ばく測定の充実 
4 放射線に関する健康相談の充実 
5 放射線に関する座談会・講演会の充実 
6 食品検査体制の強化 
7 放射線教育の充実 
8 行政からの情報提供 
9 その他（                                ） 

問７-１へ 
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今後の定住意向についておたずねします。 

 

 問８  あなたは将来も南相馬市で暮らしたいと思いますか。（○は１つ） 

1 南相馬市で暮らしたい 
2 市外で暮らしたい（市町村名：          ） 
3 わからない 

 

問８で「1 南相馬市で暮らしたい」と回答した方におたずねします。 

 問８-１  将来も南相馬市で暮らしたい理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

1 住み慣れているから 10 自然環境に恵まれているから 
2 家（自宅）があるから 11 気候が良好だから 
3 家族や親せき、友人などがいるから 12 交通が便利だから 
4 妊娠・出産の支援が充実しているから 13 買い物が便利だから 
5 子育てがしやすいから 14 娯楽施設があるから 
6 教育環境が整っているから 15 文化施設が整っているから 
7 医療が充実しているから 16 スポーツ施設が整っているから 
8 仕事があるから 17 その他（              ） 
9 地域の人柄がよいから 18 特にない 

 

問８で「2 市外で暮らしたい」と回答した方におたずねします。 

 問８-２  将来は市外で暮らしたい理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

1 進学・転勤・就業のため 11 自然環境に恵まれていないから 
2 結婚・妊娠・出産のため 12 気候が良好でないから 
3 子どもの学校のため 13 交通が不便だから 
4 親族等の介護のため 14 買い物が不便だから 
5 妊娠・出産の支援が充実していないから 15 娯楽施設がない（少ない）から 
6 子育てがしにくいから 16 文化施設が整っていないから 
7 教育環境が整っていないから 17 スポーツ施設が整っていないから 
8 医療が充実していないから 18 その他（              ） 
9 職場が遠いから 19 特にない 

10 近所づきあいがわずらわしいから   
  

問８-１へ 

問８-２へ 
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南相馬市が行う政策についておたずねします。 

 

 問９  本市では、新たなまちづくりを目指す「第 2 次南相馬市復興総合計画（後期基本計画）」

（平成 31年１月策定）に基づき施策を進めていますが、計画で進められている以下の各

施策について、「現在の満足度」と「今後の重要度」をお答えください。 

（それぞれ○は１つずつ） 

↓各施策について、もっとも近いものに○を１つずつ↓ 

 施  策 

現在の満足度 今後の重要度  

満
足 

や
や
満
足 

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い 

や
や
不
満 

不
満 

重
要 

や
や
重
要 

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い 

あ
ま
り
重
要 

で
な
い 

重
要
で
な
い 

【参考】 

主な取組の内容 

例 ●●●●●の充実 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1  

１ 教育・子育て            

① 豊かな心と体の育成 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

■スクールカウンセラーの継続配

置 

■いじめ問題への積極的な対応 

■体力・運動能力向上の取組  

など 

② 教育水準の向上 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 
■市独自教員の採用 

■プログラミングや英語教育など

教育カリキュラムの編成 

■学校司書の配置       など 

③ 学校環境の整備 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 
■地域ぐるみの見守り活動の推進 

■老朽化施設の改修 

■トイレ洋式化の推進     など 

④ 
結婚・妊娠・出産への 

支援 
5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

■妊産婦健康診査費用、不妊治療

費の支援 

■誕生祝い品支給、多子世帯応援

支援金の支給 

■婚活相談会等の開催    など 

⑤ 保育・幼児教育の充実 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 
■認定こども園の整備 

■民間保育施設の整備支援 

■保育園保育料の無料化継続 

など  

⑥ 子育て環境の充実 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 
■在宅保育支援金の給付 

■子どもの遊び場の整備 

■給付型奨学金の給付    など 

⑦ 生涯学習の充実 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

■多様な博物館講座、体験学習等

の開催 

■移動図書館の実施 

■市の附属機関等における女性委

員の登用促進           など 

⑧ 芸術文化の充実 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 
■文化芸術祭の開催 

■各種団体や個人の活動支援 

       など  
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↓各施策について、もっとも近いものに○を１つずつ↓ 

 施  策 

現在の満足度 今後の重要度  

満
足 

や
や
満
足 

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い 

や
や
不
満 

不
満 

重
要 

や
や
重
要 

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い 

あ
ま
り
重
要 

で
な
い 

重
要
で
な
い 

【参考】 

主な取組の内容 

⑨ スポーツの振興 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

■各種スポーツ大会の開催 

■各種団体の強化及び指導者の育

成・支援 

■計画的なスポーツ施設の整備や

改修、備品の配備・更新   など 

２ 健康・医療・福祉            

① 疾病の予防 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

■医療機関と連携した追加健診等

の実施 

■健康教育・健康相談・訪問指導の

実施 

■予防接種事業・感染症予防事業

の実施                 など 

② 心身の健康づくり 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

■事業所、関係機関と連携した健

康づくりの普及啓発 

■トレーニング器具を活用した体

力向上 

■こころの健康相談会・訪問指導 

     など  

③ 放射線対策の継続 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 
■個人積算線量計の貸与 

■内部被ばく検診の実施 

■放射線健康相談員による戸別訪 

問・窓口相談業務等     など 

④ 地域医療の連携強化 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

■人口透析医療などの確保 

■小児科・産科医療の県立医大と

の連携 

■看護師確保のための修学資金貸

付                など 

⑤ 救急医療体制の維持 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 
■休日・夜間初期救急医療の継続 

■入院を要する救急医療体制の維

持 

■救急車の適正利用啓発   など 

⑥ 地域福祉の向上 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

■社会福祉関係機関、団体、ボラン

ティア等との連携及び活動支援 

■民生委員協力員制度の創設 

■安心見守りネットワークの継続 

            など  

⑦ 
介護予防と高齢者福祉の
向上 

5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

■退院調整ルールの周知 

■地域住民主体のサロン等の活動

支援 

■介護職員養成講座の実施 

など  
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↓各施策について、もっとも近いものに○を１つずつ↓ 

 施  策 

現在の満足度 今後の重要度  

満
足 

や
や
満
足 

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い 

や
や
不
満 

不
満 

重
要 

や
や
重
要 

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い 

あ
ま
り
重
要 

で
な
い 

重
要
で
な
い 

【参考】 

主な取組の内容 

⑧ 障がい児・者福祉の向上 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 
■基幹相談支援センターの設置 

■障がい者サービスの向上 

■農福連携等による工賃向上・就

労先確保への支援      など 

⑨ 被災者への支援 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 
■被災者支援団体への活動支援 

■市外避難者への広報紙の送付 

■原子力賠償全般の相談・説明 

など  

３ 産業・仕事づくり            

① 
農業生産基盤と農村環境

の整備 
5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

■ほ場整備の推進 

■営農再開やスマート農業の実証

等支援 

■有害鳥獣対策の推進    など 

② 担い手の育成・確保 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 
■農業法人化への支援 

■認定農業者・青年就農者・新規就

農者の育成支援 

■漁業後継者の育成      など 

③ 
販路拡大と６次産業化・

地産地消の推進 
5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

■６次化商品の開発支援 

■地産地消・ブランド化の推進 

■市産農林水産物のＰＲ     など 

④ 林業・水産業の再生 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 
■間伐や刈払い、丸太筋工等の整

備 

■市民植樹祭の実施 

■真野川鮭ふ化場の修繕   など 

⑤ 
ロボット関連産業等の 

新産業創出・育成 
5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

■ロボット実証実験・導入等の促進 

■産業支援センターを核とした関

係機関の連携強化や起業家育成 

■福島ロボットテストフィールドの

認知度向上の取組       など 

⑥ 地元企業の振興 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

■地元企業の研究開発や基盤技術

の高度化や販路拡大の推進 

■設備導入の促進に向け、国・県制

度の利用促進 

■公共事業の地元調達を継続 

など  
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↓各施策について、もっとも近いものに○を１つずつ↓ 

 施  策 

現在の満足度 今後の重要度  

満
足 

や
や
満
足 

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い 

や
や
不
満 

不
満 

重
要 

や
や
重
要 

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い 

あ
ま
り
重
要 

で
な
い 

重
要
で
な
い 

【参考】 

主な取組の内容 

⑦ 多様な人材の育成と誘導 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

■マッチング支援や定着率の向

上、地域での労働力の確保 

■女性や高齢者、障がい者等が働

きやすい環境整備 

■地域外からの人材誘導や外国人

材の受け入れ支援       など 

⑧ 街なかの活性化 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

■商工会議所・商工会等との連携

による消費喚起対策（プレミアム

付き商品券発行など） 

■空き店舗対策等による魅力ある

まちづくりの推進 

■原ノ町駅周辺施設の整備  など 

⑨ 通年観光の推進 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

■馬事文化や海資源（ｻｰﾌｨﾝ等）を

生かした通年観光化の取組 

■外国人観光客の増加に向けた取組 

■地域支援を生かした魅力発信・

シティプロモーションの推進 

 など  

⑩ 
交流人口・関係人口の 

拡大 
5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

■南相馬市サポーターの加入促進 

■大学等が市内で行う現地調査・

研究活動への支援 

■友好都市間交流の推進   など 

⑪ 移住の推進 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

■若者の住宅取得や民間賃貸住宅

入居への支援 

■地域おこし協力隊の活用 

■移住後のサポート体制構築や移

住に関する情報発信     など 

４ 都市基盤・環境・防災            

① 道路網の整備 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 
■小高スマートインターチェンジの
整備促進 

■都市計画道路等の整備促進 

■常磐道の全線4車線化、インタ
ーアクセス道路の早期整備 など 

② 上下水道の整備 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 
■水道施設の保全・耐震化 

■合併処理浄化槽設置への支援 

■雨水幹線排水路の整備・雨水排

水施設（ポンプ等）の更新  など 

③ 住環境の整備 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

■空き家・空き地バンクの活用 

■多世代同居・近居世帯の住宅取

得への支援 

■公園緑地の適切な整備・管理 

など  

④ 公共交通の確保 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 
■定額タクシーの継続実施 

■路線バスの継続・維持 

■公共交通事業者の担い手確保 

など  
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↓各施策について、もっとも近いものに○を１つずつ↓ 

 施  策 

現在の満足度 今後の重要度  

満
足 

や
や
満
足 

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い 

や
や
不
満 

不
満 

重
要 

や
や
重
要 

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い 

あ
ま
り
重
要 

で
な
い 

重
要
で
な
い 

【参考】 

主な取組の内容 

⑤ 
ごみの減量と資源化の 

推進 
5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

■３Rへの意識啓発活動 

■容器包装プラスチック分別回収 

■出前講座による環境学習の推進 

など  

⑥ 環境の保全 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

■ごみ集積所周辺の環境整備 

■不法投棄防止パトロールや看板

等の設置 

■環境放射線モニタリングの実施

と情報発信の継続       など 

⑦ 
再生可能エネルギーの 

活用と環境負荷の軽減 
5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

■蓄電池の設置支援 

■再生可能エネルギーの導入推進

と意識啓発 

■学校施設等における省エネルギ

ー設備の導入        など 

⑧ 環境の回復 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

■公共施設埋設の除去土壌等の仮

置場への搬入 

■仮置場から中間貯蔵施設への除

去土壌の搬出 

■仮置場の返還          など 

⑨ 防災体制の強化 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 
■避難場所や避難経路の周知 

■防災訓練・防災教育の実施 

■防災士の養成         など 

⑩ 消防力の強化 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 
■消防資機材の更新 

■被災した消防団屯所等の復旧 

■防火水槽・消火栓の整備  など 

⑪ 交通安全の推進 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

■高齢者の運転免許返納促進・交

通安全教室の開催 

■交通事故防止の啓発活動 

■通学路等の歩道のバリアフリー

化                など 

⑫ 
防犯の推進・市民相談 

体制の確保 
5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

■旧避難指示区域内での安心通報

システム貸与 

■警察との連携による夜間パトロ

ール 

■消費生活相談の実施     など 

５ 地域活動・行財政            

① 
地域コミュニティの 

活性化 
5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

■行政区（隣組）への加入促進 

■集会施設整備への支援 

■民俗芸能の継承や活動への支援 

   など 

② 
NPO・市民活動団体等との

協働 
5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

■市民活動サポートセンターによ

る市民活動団体の育成・支援 

■各団体間の情報共有のネットワ

ーク化 

■地域課題の解決等に向けた公民

の連携               など 
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↓各施策について、もっとも近いものに○を１つずつ↓ 

 施  策 

現在の満足度 今後の重要度  

満
足 

や
や
満
足 

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い 

や
や
不
満 

不
満 

重
要 

や
や
重
要 

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い 

あ
ま
り
重
要 

で
な
い 

重
要
で
な
い 

【参考】 

主な取組の内容 

③ 市民参加の推進 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

■ふれあい懇談会、市長への手紙、

市民との意見交換の実施 

■広報紙やホームページ・ＳＮＳ・み

なみそうまチャンネル等での情

報発信                 など 

④ 効果的な行政運営 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 
■成果を意識したＰＤＣＡサイクル

の定着化 

■市民総合相談窓口の設置 

■職員の育成・適正配置    など 

⑤ 公有財産の最適化と活用 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 
■公共施設の適切な配置と計画的

な保全 

■指定管理者制度の推進  など 

⑥ 健全な財政運営 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 
■財政計画の策定 

■財政状況の公表 

■市税等収納対策の推進   など 

 

 

 問 10  南相馬市の、これまでの復興への取組に対する総合的な評価はいかがですか。 

（○は１つ） 

1 大変評価する 4 あまり評価しない 
2 やや評価する 5 全く評価しない 
3 どちらともいえない   

 

 

 問 11  南相馬市は近い将来（おおよそ 10 年程度先）、どのようなまちになったらよいと思いま

すか。目指すイメージやキーワードなど、ご自由にお書きください。 

【記載例】：チャレンジできるまち、ロボット産業の先進都市、自然環境が豊かなまち、 

子育て世代に選ばれるまち、みんなが健康に住めるまち、地域活動が活発なまち など 
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南相馬市の重点プロジェクトについておたずねします。 

南相馬市では、優先的かつ重点的に取り組む必要がある主要課題について、課題解決に向けた

重点プロジェクトを推進しています。それぞれの重点プロジェクトに対する意識とご意見につい

てうかがいます。 

 

 問 12  人口減少や少子化対策として、子育て関連施策を中心とした取組についてどのように感

じますか。（○は１つ） 

1 重点的に取り組むべき 3 どちらかといえば重点的に取り組むべきではない 
2 どちらかといえば重点的に取り組むべき 4 重点的に取り組むべきではない 

  5 わからない 
 

 問 12-１  前問のご回答について、そのように考える理由を率直にお書きください。 

 

 

 

 問 13  地域の活性化を目的とした、南相馬市外からの移住を推進する移住・定住促進の取組に

ついてどのように感じますか。（○は１つ） 

1 重点的に取り組むべき 3 どちらかといえば重点的に取り組むべきではない 
2 どちらかといえば重点的に取り組むべき 4 重点的に取り組むべきではない 

  5 わからない 
 

 問 13-１  前問のご回答について、そのように考える理由を率直にお書きください。 

 

 

 

 問 14  新たな産業創出や人材誘導を目的とした、福島ロボットテストフィールドを中心とした

取組についてどのように感じますか。（○は１つ） 

1 重点的に取り組むべき 3 どちらかといえば重点的に取り組むべきではない 
2 どちらかといえば重点的に取り組むべき 4 重点的に取り組むべきではない 

  5 わからない 
 

 問 14-１  前問のご回答について、そのように考える理由を率直にお書きください。 
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ＳＤＧｓ（エス・ディー・ジーズ）の取組についておたずねします。 

※別添の「ご協力のお願い」裏面の、「ＳＤＧｓの取組について」の説明もご参照ください。 

 問 15  2015 年９月の国連サミットで採択された、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）を知ってい

ますか。（○は１つ） 

1 内容を知っており、意識して取り組んでいる 
2 内容は知っているが、意識して取り組んでいない 
3 ＳＤＧｓという言葉は聞いた（見た）ことがあるが、内容はよく知らない 
4 知らない（この調査で初めて知った） 

 

 問 16  今後、市がＳＤＧｓを推進するためには、どのようなことを重点的に取り組むべきだと

思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

1 ワークショップや体験型イベントといった
ＳＤＧｓを体験できる場の提供 

5 企業・団体・大学などと連携した取組の
実施 

2 セミナーやフォーラムといったＳＤＧｓを
学ぶ場の提供 

6 その他（             ） 

3 学校教育の充実 7 特にない・わからない 
4 ＳＤＧｓに関する情報の発信   

 

最後に、南相馬市のまちづくり全般に対するお考えについておたずねします。 

 

 問 17  南相馬市のまちづくりに対するご意見等がございましたら、ご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートはこれで終了です。ご協力ありがとうございました。 

 

ご記入済みのアンケートは、記入もれがないか確認の上、同封の返信用封筒（切手は不要です）を 

用いて、５月１３日（金）までに郵便ポストに投函して頂きますよう、お願い申し上げます。 




